
　皆様のご寄付によって建設されたパンダハウスは、福島県

立医科大学附属病院で闘病中の子どもや家族のための「病

院近くの我が家」として18年目に入りました。その間のご利

用は、延べ23,896名の方々に及びます。

　会員の方々の支えやボランティアさんの日々のお働きの

おかげで、時には驚かれるほどの居心地良いハウスに成長

してきました。

　昨今の利用希望の増加に伴い、一昨年（平成25年）から

は、増改築の準備を進めてまいりましたが、平成27年5月現

在で、4,000万円のご寄付をいただくことができました。皆

様のおかげと深く感謝申し上げます。ただ、こうしている間

にも、今の状態では継続して使えないからと、アパートの契

約をせざるを得ない方がいらっしゃったり、外泊をあきらめ

る方がいらっしゃったりすると伺うと、気持ちが焦ります。早

速、増築について具体的な歩みに入っているところです。

　昨年（平成26年）国は、小児慢性疾患患者さんの自立支援

事業を都道府県に指示しました。また、福島県はがん対策の

推進に関する条例を出し、患者さんたちが安心して暮らせる

社会の実現を宣言しています。

　子どもたちは、未来への可能性に富み、明日の世の担い手

です。闘病後、社会に戻っていく子どもたちやそのご家族に

目を向け、心を寄せ、応援していくことは、私たち大人の務め

ではないでしょうか。彼らの孤独になりがちな闘いを、多くの

皆様に知っていただきエールを贈っていただきたいのです。

　そこで、今年度は、うつくしま基金をいただいて、ハウスの

ご利用者が多い会津地区（喜多方）・郡山・いわきで「病気の

子どもとその家族を知り共に支え合うやさしい福島にしよ

う！！」と題して、闘病中の子どもやご家族のことを知ってもら

えるようなシンポジウムとコンサートを開きたいと思ってい

ます。

　そして、「大変な時こそ、最高の環境で」を実現できるよう

に、パンダハウスを育てる活動を皆様の手で、守り、育ててい

ただきたいと思います。

　引き続き、皆様の熱い応援をよろしくお願いいたします。

お一人お一人のお気持ちの積み重ねを、闘病中の子どもやご

家族に、当会は確実に届けていきます。

　一緒に活動をしてくださるボランティアさんも随時募集中

です。多くの人々の手で、増改築を実現し、福島での闘病体験

が悔しいだけの体験にはならないように、ひとりぼっちの孤

独に陥らないように、この活動が関わるひとりひとりの方々

にとって絆のリレーになっていくように祈っています。

　今後とも、よろしくお願いいたします。

理事長　山　本　佳　子

理事長あいさつ

病気の子どもとその家族を知り共に支え合うやさしい福島にしよう！！

シンポジウム・コンサート

平成27年度　うつくしま基金助成事業
経験者、医療者の話しを聞いていただき、
そして、音楽をご堪能ください。入場無料で
す。皆様のご参加をお待ちしております。

平成27年7月4日 平成27年8月29日 平成28年3月13日
創空間　富や蔵（郡山市）
コンサート：音速ライン

いわき明星大学
児玉記念講堂（いわき市）

コンサート：いわき明星大吹奏楽部

大和川酒造　北方風土館
昭和蔵（喜多方市）

コンサート：より子、井上仁一郎

TEL＆FAX  024－548－3711
〒960－8157 福島県福島市蓬萊町八丁目15番地1

病と闘う子どもと家族のサポートハウス

正会員数：54人 7団体　賛助会員：324人 48団体 （H26.9.30現在）
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　私たちを取り巻く環境は、少子・高齢社会の進展、核家族化

の進行、扶養意識の変化、そして地域における相互扶助機能

の弱体化などにより大きく様変わりしており、地域住民の社

会福祉に対する需要は増大かつ多様化し、より一層の施設福

祉・在宅福祉の充実が求められております。

　さて、医療に目を向けてみますと、我が国における医療レ

ベルは世界で最も進んでおり、かつては助からなかった命を

救うことが可能になってきました。しかし、重い障がいが残

ることや、退院後も日常生活に大きな支障を来すケースも増

加しております。

　その中でも、医療依存度の高い子どもは全国で20万人を

超えると言われており、小児がんや重い病気と闘っている子

どもたちは、入院生活が長期間にわたることも多く見られ、

子どもたち自身はもとより、子どもを支える家族にとっても、

大きな重圧となっていることと存じます。

　こうした中「認定特定非営利活動法人パンダハウスを育て

る会」におかれましては、平成9年10月に「パンダハウス」を

開所以来今日までの18年間にわたり、福島県立医科大学で

闘病中の子どもやご家族に、安心して治療に専念できるよう

「我が家」を提供されてこられたことに対し、深く敬意を表す

ところであります。

　命を脅かす病気と闘いながらも幸せに生きること、障が

いがあっても質の高い生活を送れることはとても大切なこ

とであり、子どもたちが病気を忘れて遊ぶことができ、家族

が安心して休息ができる住まいは必要不可欠であると存じ

ます。

　パンダハウスにおかれましては現在利用者の増加と併せ

て、より質の高い長期間滞在が可能な住まいの提供のため、

平成28年の増改築を目指して頑張っておられますが、この

取り組みは命をつなぐ親子にとって生きる勇気と希望をも

たらすものと確信しております。

　尚、パンダハウス支援の輪が、福島県立医科大学病院様を

始めとする関係者並びに地域有志の方々に、更に広く強力に

広がることを切望して止みません。

　山本理事長様をはじめとする役員の皆さま、スタッフの皆

様におかれましては、大変ご苦労がおありのことと存じます

が、地域の皆様方のご理解とご協力をいただき一日も早い完

成を願うところでございます。

　前回の時も大変お世話になりま

したが、今回もまた利用させて頂い

て本当に助かります。金銭的なこと

もありますが、医大からも近いので

子どもを入院させている身として

は、本当にありがたいです。子ども

の入院生活が長引くとどうしても食

生活が乱れてしまうので、パンダハ

ウスの台所を借りて料理ができるの

が良かったです。もう少し部屋の数

が多ければいいのになと思います。

いつもあたたかく迎えてくれるス

タッフの方には感謝でいっぱいで

す。ありがとうございます。

　大変お世話になりました。ホテルに泊まった時は眠れなくて、身体も少しきつかっ

たのですが、パンダハウスは自分の家のような感じで、安心してぐっすりと休むこと

ができ、疲れがとれて、毎朝病院の子どものところへ向かうことができました。また、

一緒に泊まっている方々と仲良くなり、一晩だけ皆で食事会をし、大変さや喜びを一

緒に分かち合うことができ、とても嬉しかったし、楽しかったです。

　3歳の長女の心臓の手術ということで、お兄

ちゃん達と家族4人で利用しました。朝から丸半

日、病院のイスに座り待っていたので、疲労もた

まっていました。5時間に及ぶ手術も無事終わ

り、パンダハウスに到着。カワイイ外観に、中に

入ったら、我が家に帰った気分になるほど落ち

着いた雰囲気、本当にホッとすることができま

した。オモチャも沢山あるし、キッチン、洗濯機

など自由に使え何不自由なく2日間過ごす事が

できました。本当にありがとうございました。

パンダハウスの一層の充実を願って
社会福祉法人 福島市社会福祉協議会

会長　金　子　與　宏

平成26年度 パンダハウス稼働状況
オープンから現在までの利用者数

（H9.10.10～H26.9.30）

平成26年度利用者数
（H25.10.1～H26.9.30）

地域別家族数

家族数 4,036家族

延べ人数 23,896人　

家族数 329家族
延べ人数 1,879人　
稼働率 102％　

■ 北海道・東北

■ 関東

■ その他

47％

14％

39％

利用者の声
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　永らく病院に勤めて、無味乾燥な入院生活や疲れても

休む場所のない家族の姿に心の痛む日々でした。この山

の上でちょっとしたホテルを経営してくれる人がいたら

いいね、と同僚と話をしながらも力の無い悲しさで思う

だけに終わっていました。そのような時に「パンダハウ

ス」が具体化されたことを知り、感激とそしてそのパワー

への鮮烈な驚きに思わず飛び上がってしまったほどで

す。時を経て短時間ながら定期的に関わる中でこの運営

に寄せられる多くの方々の善意と様々な提供の仕方を見

ることができ、ただただ頭の下がる思いでいっぱいです。

　病気になる辛さには孤独感も含まれるでしょう。病気

の身代わりはできません。どんなに愛し合っていてもか

わってもらうことはできない、自分で戦うしかありませ

ん。代わってあげたくても出来ない家族も同じ思いでしょ

う。孤独感はそれだけで人を消耗させます。このような辛

く苦しい闘病生活を送る患者さんや家族のエネルギーを

損なわない為に何ができるか考えると無力感に苛まれま

すが、せめてひと時でも日常の平安を取り戻しホッと気

持ちの和む場があってまた活力が湧きリセットできるよ

うな環境の整備が出来れば、と心がけています。加えてで

きるのは祈ることでしょうか。人という字は支え合ってい

る形、支え合っているのは安定した状態といわれます。

「いろいろな人が病気のあなたや家族を応援して支えた

いと思っていますよ。見守っていますよ」と、元気になれ

るよう祈りを込めて通っているところです。病むことは決

して人ごとではないのですから…。

　運営には大きな力が必要ですが小さな力も集まれば大

きな力になれます。活動への理解が深まる意義はむしろ

そこにあるでしょうか。私の友人は、体力がないのでバ

ザーでいろいろ買うことで役立ちたいと言って待ってい

ます。少しずつ多くの方が的確

で無理なく続けられる方法で

参加してくださればと思いま

す。私事ですが、長く関わるた

めに生活を整え健康に留意す

るようになるという思わぬ二

次的効果に感謝しています。

ボランティア　小　室　文　江

●クリスマスプレゼント作成 8月～12月

●パンダハウスを知ってください（活動紹介） 8月17～20日

　コラッセふくしま アトリウム（1階ロビー）

●リレーフォーライフ参加（あづま体育館） 8月22・23日

●いわき鹿島ショッピングセンターエブリア 9月5・6日

●健康フェスタ2015参加（AOZ） 9月27日

●JHHHネットワーク会議【札幌】参加 10月

●第5回通常総会 11月21日

●花植え 5月・11月

●バザー（福島医大病院） 8月・12月

●バザー（会津医療センター） 5月・10月

●イオン黄色いレシートキャンペーン 毎月11日

H27年 活動紹介（予定）

第7弾（H27.5.15）
会津医療センター・チャリティバザー

第3弾（H26.5.23）
会津医療センター・チャリティバザー

第4弾（H26.9.19～21）
いわき鹿島ショッピングセンターエブリア
未来をつなぐ子ども達応援の輪

第5弾（H26.10.31）
会津医療センター・チャリティバザー

第6弾（H27.3.7～8）
いわき鹿島ショッピングセンターエブリア
未来をつなぐ子ども達応援の輪（絵本読み聞かせ）

あなたの回復に祈りをこめて

増改築
イベント報告
会津・いわきで応援の
輪がひろがりました
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賛助会員加入と寄付金のお願い

スタッフ紹介

募金箱設置のお願い
募金箱を設置していただける
所を募集しております。

募金箱設置箇所
（敬称略・50音順）

会津医療センター/あずま通りクリニッ
ク/あとりえ悠然/（株）アルファーオー
ト/（有）アメリカン美容院（2個）/ありが
クリニック/（有）安藤自動車整備工場/
（株）石井実業/（株）伊藤製作所/（有）石
畑自動車/（有）インパルス/一般社団法
人ライフク実行委員会 井上慎一/（株）ウェディングエルティ/氏家洋子/（株）
梅津自動車販売/（有）エイシンうすい店/（有）エイシン陣屋店/（株）エフコム
（2個）/auショップ吉倉/（有）エムズファクトリー/エクスターメディカル（株）/
社会福祉法人桜寿会/NECトーキン（株）/おひさま子供クリニック/（株）メ
ディカルファクトリーオリーブ薬局/（有）オートディスカウント東北/カーテン
館タケダ（有）/風の谷/（有）絵工堂（2個）/社団医療法人かしま病院/学校法人
有朋学園/（株）川村自動車販売/片岡鶴太郎美術庭園/かまた鍼灸整骨院/上
松川診療所/カントリーファームひらの工房/絹の里/キワニスクラブ（3個）/
（有）技研オート/（有）協大/（有）北会津自動車/公立小野地方綜合病院/
GUITAR SHOP Nevermind/（株）クルマのわかつき/ケアタウンひまわり（2
個）/コゼット/小島自動車（株）/コープ泉/（株）極東不動産/金剛院/（株）コン
ピューターシステムハウス（2個）/Co-ba KORIYAMA/（株）サムライはやぶ
さ/（株）佐々木自動車/（有）斎藤オート/ザ・ホテル大亀/サイトウ洋食店/齋藤
一子/松北町会/Ju福島（16個）/佐藤崇/税理士法人三部会計事務所/志緒里
（2個）/島田小児科医院/（株）シマ商会/常泉寺/常磐病院/睡眠館雅貴/鈴木牧
子/ストライカーメドテック（株）/（有）杉内自動車整備工場/スエゾーカフェ/
精華苑（2個）/（株）第一印刷/太陽自動車（株）/（株）鶴ヶ城会館/東邦自動車
（株）/東栄物産（株）/東部ガス（株）/東京マイカー販売（株）（5個）/同仁社（3
個）/（株）東北自動車販売（泉崎）/（株）東北自動車販売（白河）/東北スバル自
動車販売/医療法人永井歯科/（株）中合/なかゆくい/西田雪佳/（株）日産サ
ティオ福島/日本ストライカー（株）（2個）/福島医大病院NICU病棟/花の店フ
ローラ/磐梯高原ウルトラマラソン実行委員会/harima美容室（2個）/日野屋
楽器店/（株）ハイブリッジモータース（2個）/福島県住宅生活協同組合/（有）
福島地域開発/福島県庁消費組合/福島コミュニティ放送（株）（FMポコ）/福島
水産物商業協同組合/ザ・セレクトン福島/（株）はるプランニング/バールア
ヴェニール/（株）ハイブッリッジモータース/富士ゼロックス福島（株）（4個）/
ヘアーサロンさんかく/（有）ベル/ホテル辰巳屋/まちづくりコミュニティぜぇ
ね/本多設備工業（株）/まんてん堂こどもクリニック/（有）丸進自動車/都小児
科/南会津町社会福祉協議会/むかわクリニック/ベコカップ実行委員会/メイ
プル接骨院/盛岡屋分店/山家整形外科/（株）ユアテック福島支社/よしなり/
（株）ら・さんたランド/リトルウィングレディースアパレル/れがーろ
SHOES & FASHONSALON Regalo/ロアフォルジュ司法書士事務所/ロー
タリークラブ（福島銀行）/ワイヂーエル（株）/（株）メディカルファクトリーわ
かば薬局/渡辺健寿法律事務所/渡部　優/（株）渡清/（有）渡辺自動車

（H27.5.31現在）

皆様のご協力ありがとうございました。

収支報告（H25.10.1～H26.9.30） （単位　円）

理　事　長 山　本　佳　子
理　　　事 菊　田　洋　子
 安　齋　豊　子
 伊勢谷　愛　理
 石　井　佳世子
 伊　藤　五十子
 古　関　令　子
 鈴　木　幸　恵
 鈴　木　正　子
 清　野　博　子
 髙　橋　容　子
 千　葉　篤　子
 古　溝　陽　子

監　　　事 齋　藤　敏　昭
 陽　田　秀　夫
アドバイザー 梅　津　茂　己
 菊　田　　　敦
 佐　藤　　　崇
 芳　賀　　　裕
 目　黒　文　子
 横　田　照　彦
ハウスマネージャー
 津　田　郁　子
 萩　原　智恵子

●賛助会員年会費　個人（1口）  3,000円（1口以上）
　　　　　　　　　団体（1口） 10,000円（1口以上）
●年会費・寄付金振込先
　郵便振替口座番号：02200-9-110330
　郵便振替口座名義：認定特定非営利活動法人
　　　　　　　　　　パンダハウスを育てる会
　※他金融機関から、郵便振替の場合
　　店名　二二九（ニニキュウ）店　当座預金 0110330

ボランティア募集中！
●ボランティア体験：毎月第1土曜日
●ボランティア内容：お掃除、庭の手入れ、バザー、クリスマス

プレゼント作り、パンダバッジ作りなど

花壇の手入れ
利用された皆さんに
差し上げています

お問い合わせ 事務局　TEL・FAX 024－548－3711
E-mail  office@pandahouse.org

おもちゃのそうじ

26年活動報告

パンダハウスの集い（H27.2）

新そばまつり・バザー・募金活動（H26.10） 医大バザー（H25.12/H26.8）

クリスマスプレゼント作り

クリスマスプレゼント配布（H26.12） 科目 金額　　　　
Ⅰ.経常収益の部
　1受取会費 2,104,000
　2受取寄付金 27,429,758
　3受取助成金 636,000
　4事業収益 2,851,331
　5その他事業収入 109,349
　経常収益合計 33,130,438

科目 金額　　　　
Ⅱ.経常費用の部
　1事業費 9,551,899
　2管理費 1,373,367
　経常費用合計 10,925,266
　当期経常増減額 22,205,172
　当期正味財産増減額 22,133,179
　前期繰越正味財産額 15,418,213
　次期繰越正味財産額 37,551,392

　もうすぐ夏がやってきます。過ご
しやすい夏でありますように…。

　皆様に支えていただきながら、無事に増改築が
進むことを願っています。
　これからも、パンダハウスの応援を宜しくお願
いいたします。 編集担当：石井佳世子

編集後記

P a n d a  H o u s e  N e w s  L e t t e r
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